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絵本忠司名誉教授略歴

1929年3月28日

1947年3月

4月

9月

1948年5月

6月

1949年4月

1950年3月

1954年3月

1956年 1月

4月

1957年3月

4月1日

1964年 8月16日

1968年10月1日

1972年12月27日

1982年 7月1日

1983年3月1日

1991年10月1日

1992年3月31日

4月

秋田県鹿角君阿､坂町渡ノ羽4番地に生まれる

秋田県立秋田工業学校電気科卒業

同和鉱業株式会社小坂鉱業所発電課に入社,銚子滝発電

所に勤務

秋田県内の営林署管轄工事場に働 く

上京

日本クッカー株式会社入社 (電工)

東京都特別調達庁営繕事務所入所 (電工,1953年 2月末

まで)

私立東京第一高等学校定時制課程卒業

早稲田大学第二文学部露文専修卒業

新協劇団附属研究所講師(戯曲論担当,1957年3月までり

中央労働学院附設ロシア語教室講師 (1956年12月まで)

早稲田大学大学院文学研究科露文学専攻修士課程修了

小樽商科大学講師採用

同助教授昇任

同教授昇任

同短期大学部主事併任 (併任の期間は1974年12月26日ま

で)

同附属図書館長併任(併任の期間は1992年3月31日まで)

小樽商科大学長事務取扱任命(期間は同年3月31日まで)

小樽商科大学教授言語センターに配置換

定年により退職

小樽商科大学名誉教授の称号授与



342

絵本忠司名誉教授研究業績表

〔Ⅰ〕 著書

1.ゴーリキイ研究(1) 作家への道

1.ゴーリキイ研究(1)作家への道

2.ロシア文学の世界 (草塵外吉 ･村
井隆之 ･大木昭男と共著)

(全16章のうち,｢シチェドリン｣,

｢トル ス トイ｣,｢チェーホ フ｣,

｢ゴーリキイ｣の各章執筆)

2.ロシア文字の世界 (草塵外吉 ･村

井隆之 ･大木昭男と共著)

(全16章のうち,｢シテェドリン｣,

｢トル ス トイ｣,｢チェーホ フ｣,

｢ゴーリキイ｣の各章執筆)(改訂

版)

3.ゴーリキイの人間観

4.ロシアの文豪たち- その作品と

時代 (外川継男･灰谷慶三と共著)

(全3篇のうち,第 1第｢ゴーリキ

イの長編小説 『母』について｣を

執筆)

5.激動のソ連社会 と現代 ソ連文学
(佐々木照央 ･望月哲男と共著)

(全 3篇のうち,第 2篇｢変わりゆ

く現代ソ連演劇｣を執筆)

〔ⅠⅠ〕 編訳書

1.ゴーリキイ文芸書簡 Ⅰ

2.ゴーリキイ文芸書簡ⅠⅠ

〔ⅠⅠⅠ〕 論文

1.『静かなるドン』研究- グリゴー

リイ ･メレホフの形象をめぐって

2.ゴーリキイ自伝 3部作研究- 自

伝的主人公の形象について-

1968年3月 小樽商科大学人文科学研究会

1968年9月 理想社

1978年5月 文化書房博文社

1982年3月 文化書房博文社

1982年3月 北海道日ソ友好文化会館

1984年2月 北海道日ソ友好文化会館

1991年3月 北海道日ソ友好文化会館

1973年2月 光和堂

1973年12月 光和堂

1954年 1月提 学士論文,早稲田大学第2文学部

出

1957年 1月提 修士論文,早稲田大学大学院文学

出 研究科



松本忠司名誉教授研究業績表

3.ゴーリキイ作,戯曲 ｢ソーモフと
その他の人々｣について

4.80年代のロシア文字主潮

1957年 1月

1958年 1月

5.ゴーリキイに関する覚え書- コ
ロレンコとの交友をめぐって(1)1960年 7月

343

テアトロ19巻 1号

小樽商科大学人文研究第16輯

小樽商科大学人文研究第20輯,第

～(4) ～1966年 7月 24韓,第26韓,第28輯

6.叙事詩 ｢人間｣について 1961年 7月

7.ゴーリキイの初期創作における語

り手について 1966年 7月

8.ロシア文字における知識人の問題 1967年 7月

9.ゴーリキイの家系について

10.90年代批評におけるゴーリキイ

ll.ゴーリキイの家系について (研究

報告)

12.｢ルーシをめぐりて｣の世界

13.｢ルーシをめぐりて｣における<遍

歴者>の形象と課題

14.劇作家ゴーリキイの出発

15.ゴーリキイの詩作(1)～(5)

16.戯曲 ｢小市民｣における<葛藤>

について

1969年 3月

1969年10月

1969年10月

1970年8月

1971年11月

1974年 9月

1975年 6月

～1979年 7月

1975年10月

17.戯曲｢小市民｣におけるドラマトゥ

ルギーの若干の問題 1976年 3月

18.｢どん底｣についての走 りがき的覚
匡弓Eヨ

19.ゴーリキイのチェーホフ観

20.ゴーリキイの人間観について

21.ゴーリキイの戯曲 ｢敵｣について

(Ⅰ)

22.ゴーリキイの戯曲 ｢敵｣について

(ⅠⅠ)- 登場人物の形象と台詞の

若干の特徴

23.劇作家ゴーリキイについて (小特

集 ･ゴーリキーの世界)

24.若き詩人ゴーリキイ- 習作時代

の詩作探求-

〔Ⅳ〕 分地執筆

1.世界文学鑑賞辞典Ⅳ ロシア ･ソ

ヴエ ト編 (ゴーリキイの作品項目

を執筆)

1976年12月

1982年 2月

1986年 6月

1986年 9月

1987年 3月

1988年11月

1989年 3月

1962年 9月

小樽商科大学人文研究第22･23輯

(創立50周年記念論文集)

小樽商科大学人文研究第32輯

小樽商科大学人文研究第34輯

小樽商科大学人文研究第38韓

小樽商科大学人文研究第39輯

ロシア語ロシア文字研究 1

小樽商科大学人文研究第41輯

小樽商科大学人文研究第43輯

小樽商科大学人文研究第48輯

えうゐ- ロシアの文学･思想 1,

2, 3,5, 7

小樽商科大学人文研究第50輯

小樽商科大学人文研究第51輯

小樽商科大学人文研究第52韓

小樽商科大学人文研究第64輯

民主文学247号

小樽商科大学人文研究第72輯

小樽商科大学人文研究第73輯

悲劇喜劇457号

小樽商科大学人文研究第77輯

東京堂
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2.万有百科大事典 1･文学 (｢ゴーリ

キー｣の項執筆)

3.作品論･有島武郎 (｢『かんかん虫』

について- 有島とゴーリキー｣

の章執筆)

4､近代ロシアの歴史と文学(｢ゴーリ

キー｣の章執筆)

5.'90- 北の文学,今,なぜロシア

文学なのか (｢人間愛の作家･ゴー

リキー｣および ｢小樽高商のロシ

ア人教師- ネフスキーとスミル

ニッキー｣の各章執筆)

〔Ⅴ〕 評論 ･書評

1.ゴーリキイの戯曲 ｢敵｣

1973年8月

1981年6月

1986年8月

1991年3月

1956年 5月

2.ささやかな創造の中から 〔特集 ･

作家の当面する創作方法の問題〕 1956年 7月

3.｢私の大学｣(ゴーリキー)
4.ロシア文字と多喜二

1971年 5月

1973年 2月

5.グルーズジェフ著 ｢ゴーリキー｣

(書評) 1973年 2月

6.婚約時代のゴーリキー

7.メシテルハ-ジ著 ｢国境から数歩

のところで｣ (書評)

8.ビャ-リク著｢ゴーリキーの運命｣
(書評)

9.｢道標｣を読んだころ

10.ゴ-1)キイと｢どん底｣- 慰めの

嘘をめぐって

ll.チェーホフ｢桜の園｣(文学にみる

青春像)

12.法橋和彦編著 ｢プーシキン再読｣

(書評)

13.ヒトラーは本当に死んだのか

14.｢転形期の人々｣題名考によせて

15.｢大文字ではじまる人間｣と小市民

性と--･

1973年 7月

1974年 5月

1975年 7月

1980年11月

1984年 2月

1985年 2月

1988年 2月

1989年 9月

1991年 3月

1992年11月

ほかに,新聞,雑誌等に発表したもの 45点

小学館

双文社出版

北海道大学

北海タイムス社

自由舞台通信19

新日本文学11巻7号

青年運動95号

民主文学87号 (小林多喜二没後40

周年記念特集号)

文化評論139号

歴史座公演報

青年運動131号

文化評論169号

新日本文学社刊 宮本百合子全集

月報8

京浜協同劇団第42回公演報

青年運動266号

民主文学270号

東京芸術座公演報66

市立小樽文学館報第 4号

俳優座第217回公演報



松本忠司名誉教授研究業績表

〔Ⅵ〕 翻訳

1. トルシチェンコ 日本の進歩的文
学 (評論) 1955年 1月

2.ミハルコフ 病:癖かき羊
(1幕戯曲) 1955年 6月

3.ゴーリキイ 敵(黒田辰男と共訳)

(3幕戯曲) 1955年12月

4.ゴーリキイ どん底 (4幕戯曲) 1956年 6月

5.ゴーリキイ ソ-モフとその他の
人々 (3幕戯曲) 1957年 1月

6.サンギ イズギン爺さん

(短編小説) 1966年 2月

7.カザケ-ヴイチ 白日の光のもと
で (短編小説) 1966年 8月

8.ゴーリキイ ヴェ･イ ･レーニン
(回想) 1967年10月

9.ゴーリキイ 人間 (叙事詩) 1968年3月

10.ゴーリキイ 書簡抄 (書簡) 1968年3月

ll.レーニン ゴーリキイへの書簡

(書簡) 1970年 4月

12.ゴンチャール ツイクローン (秦

風雨) [抄訳](長編小説)

13.ゴーリキイ 敵

[改訳](3幕戯曲)
14.サルインスキイ マリーヤ

(2部の戯曲)

15.カプラーロフ 第三の衛哨

(2部の戯曲)
16.ゴーリキイ 海つばめの歌

(叙事詩)

17.ニコラーエフ 軍司令官の最期

(短編小説)

1971年10月

1972年 6月

1972年10月

1974年 6月

1975年 4月

1975年 4月

18.ゴーゴリ 検察官 (5幕喜劇) 1976年 6月

19.ゴーリキイ ある秋のこと 1976年11月

(短編小説)

20.アント-ノフ 朝 (短編小説) 1978年 5月

21∴ホジャーエフ 水は幸せの夢を呼
ぶ [抄訳](中編小説) 1978年12月

22.ゴーリキイ ア ･ペ ･チェーホフ
(回想) 1979年12月
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新日本文学10巻 1号

悲劇喜劇 6月号

新協劇団公演

新演劇研究所公演

テアトロ1月号

ソヴェ- ト文学 6

ソヴェ-ト文学9

ソヴェ-ト文学16

ソヴェ- ト文学18

ソヴェ- ト文学18

ソヴェ-ト文学30

ソヴェ-ト文学38

東京芸術座文芸部

ソヴェ-ト文学43

東京芸術座文芸部

ソヴェ-ト文学51

ソヴェ-ト文学51

東京芸術座第42回公演

新 日本出版社刊 『世界短編名作

選-ロシア編』所収

新 日本出版社刊 『世界短編名作

選-ソビェト編』所収

ソヴェ-ト文学66

ソヴェ-ト文学70
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23.ミハ-リスキイ 火縄銃のバラー
ド [抄訳](中編小説) 1980年3月

24.ステパーノフ 三日月状の地球 1980年3月
(中編小説) ～7月

25.セミョーノフ レクイエム
(短編小説) 1982年9月

26.アリゲ-)レ ナイチンゲ-ルの歌

(短編小説) 1985年12月
27.ガ リーエフ, トロピーニン共作
ヘルツオーク氏は三度死ぬ 1989年9月

(2幕訊刺劇)
ほかに雑誌発表および劇団上演台本 ･上浜予定台本等

ソヴェ-ト文学71
今日のソ連邦No.5-ll,13-14,
(9回連載)

ソヴェ- ト文学82

ソヴェ-ト文学94

東京芸術座30周年記念 (第66回)

公演

40点
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